
 

 

 

 

 

 

 圧延ＡＺ３１の配向関数計算（ＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 圧延マグネシウムの配向関数は、反射｛００１｝極点図から計算する。 

   バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、ＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエアで 

   解析を行う。測定データはＲＩＮＴ２０００、Ｃｕ管球にて測定、ｄｅｆｏｃｕｓ補正は 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアによる内部補正曲線で処理を行う。 
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正極点データ処理 

 

バックグランド処理    ｄｅｆｏｃｕｓ補正（計算補正） 

 

 

入力データ     処理結果 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



配向関数計算 

 

 

 

 



％で計算 

 

 

 

 

 


